外来・通所チームカンファレンス記録
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令和1年6月12日（水）　　　　　　　　司会・記録：鳥谷部久美子

	矢幅
	橋本（弘）
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	○

	工藤
	山田
	大川
	東
	北城
	小阪
	
	
	
	

	○
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種締切：6/20プログラム計画書・6/25プログラムテキスト

　　　　　　6/25疾患別診療計画書（医師評価必要な利用者様）

　　　　　　7/5　疾患別診療計画書（サインをもらい、アップデートまで）人事考課面接
・6/14（金）16時～青陽館の防火設備巡視あり。
・6/26（水）感染対策管理委員と医療安全委員会の巡視あり。

＜研修案内＞
・第2回院内研修
日時：　6月12日（水）、13日（木）17:30～18:30
場所：　メンタルケア病棟　3階会議室
テーマ：「災害時の対応について」
講師：　 東ＡＯＭ

・第2回法人研修

日時：6月18日（火）17:30～18:30
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：｢感染防御と伝搬防止～標準予防策を中心に～｣
講師：松田　俊之　薬局長
＜利用者様情報＞

デイケア
・富塚　勝幸　様～母様より電話連絡があり、松平病院での診察が6/25（火）の予定となっており、それまでは今まで通りデイケアを利用する予定であると話している。デイケアを退所する際には主治医の許可が必要であることを説明し終話している。
・二川目　健治様～本人より報告があり、以前受けた『ヤマツ谷地商店』の内定が決まり、6/21（金）からの開始であると話している。勤務時間は8時～17時、休日は週2日だが八戸市場の休日に合わせての休日であるとのこと。主治医や特定相談員の橋本氏への報告がまだであると話しており、同様の報告をするよう促している。その後橋本氏より情報提供があり、内定の報告を受けているとのことで、今後何かあった際には情報共有していくこととしている。飲酒については「昨日飲んだよ、内定のお祝いに家族で」と話しており、断酒や節酒に至っていない様子も依然窺えている。
・松倉　健一様　～バイタルサイン測定時に左耳介に出血痕があり、状況を確認している。
「よくわからないけど、痛痒い。」と返答しており、右耳にも広範囲のかぶれと出血痕がある。病院受診はしておらず、市販薬を塗布していると言う為6/19八戸赤十字病院精神科受診時に主治医へ相談するように助言している。
・佐々木　理佳様～表情良く積極的に他利用者様に話し掛け、交流を持っている。明日、仕事の契約日であり開始時期や休みの曜日が分かるとの事で詳細が決まった際は連絡を頂く事としている。これまで通り週3回の利用は難しいが、週1回程度は通所して欲しい事を伝えている。
・高阪　博英　様～久々の来所となっており、術後の痛みは大分良くなったと返答している。慢性膵炎で定期的な受診をしており、膵石はその際に見つかったとの事で早期発見、早期治療で予後良好で良かったと伝えている。ドレーンを挿入し、内視鏡での手術であったとの事で生活に大きな支障はないとの事。
・北村　奈美　様～本人より電話連絡あり。「調子が悪くご飯を食べることが出来ていない」と話し、特定のスタッフと話がしたいと話している。本日休みであることを伝えると、「どうしてもだめな時はまた連絡するか青明舎に連絡する」と話し電話を切っている。
デイナイトケア

・吉田キクエ　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、左乳房下、両鼠頸部に軟膏を塗布していたと申し送りがある。本日デイナイトケアでは、スタッフが軟膏塗布部の状態を確認すると軽い痒みがあると訴え聞かれるが、痒みによるプログラムや日課対しての支障は無く、穏やかな表情で過ごしている。
・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、昨日、前々から注意してほしいと話していた特定利用者様が近くで放屁したことで、特定利用者様の靴を軽く投げていたが、本人は気にしている様子は見られなかったとのこと。本日は、特定利用者様とは通常通り過ごしている。
・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供がり、座りだこがあるため、床にあたらないように座るよう伝えていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、腰痛の訴えは聞かれており、運動プログラム時、椅子に座っているため可能な範囲で身体を動かすよう伝えている。
・板橋　利美　様～作業療法前に、身体の不調の訴えが聞かれている。「最近、両ももの辺りが痛くて、体重を支えることが辛い」「車椅子になるのかな」の話している。歩行状態は、通常と変わりはない。帰荘後に行っていた重りを付けて運動は、現在はしていないと話している。次回医師に相談し、身体不調の際は、教えて欲しいことを話している。
ナイトケア

・特記なし
＜その他＞
・八戸学院大学 看護学生が青陽館にて、6月28日（金）実習予定。
・千葉学園高等学校 看護学生が青陽館にて7月3日（水）実習予定。

＜学術について＞
今年度、通所リハより演題2題提出予定。
1題は、2016年度提出した、「筋トレ・ストレッチを実施後の利用者の転倒リスク変化に
ついて」の継続研究を実施する予定。もう1題を現在、検討中。
＜青風荘より情報提供＞
以下の3名の利用者様に関して、ADLの低下があり、青風荘での生活が難しくなっている。

・吉田　キクエ様～現在、要介護１　今後の生活の場について保護者である長男様へ伝えている。
・小笠原　富治様～姪っ子様へ今後の生活の場について検討頂きたい旨の手紙を出している。
・岩城　敏夫　様～特定相談員へ今後の生活場を検討して頂きたいことを連絡している。
＊退所が続いている為、青風荘に入居できそうな方の候補をお願いします。
カンファレンスシート（吉田　キクエ様）

実施日：2019年6月12日（水）13：30～14：00

担当：工藤

検討内容　計画検討：目標の再検討

	氏名
	吉田　キクエ様
	性別
	女
	年齢
	87
	生年月日
	昭和6年11月17日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・基本的な生活習慣を身に付ける

・対人関係を学ぶ

・共同生活を覚える

	本人希望
	家に帰りたい

	家族希望
	現在の生活を続ける

	入院歴
	計　2回（最終：S47年5月～H13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年7月11日～現在　　（週5回/月火水木金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成





・長年疎遠となっている保護者（長男）は本人との面会を拒んでいる様子。

	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②身体機能の維持。
	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	②下肢の筋肉量を落とさないよう、歩行運動やその他の運動へ出来る範囲で参加する。スタッフは、健康状態を確認し、取り組める身体状況か運動範囲か把握し、必要時には声掛けを行う。

　本人が体重を気にしているため、痩せたい気持ちを尊重し、運動の頻度を増やす。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自分の思いや不調を自覚できる。
	・不調のある際には朝のミーテイング時に、スタッフへ自ら伝えることが出来ている。
・自ら他者に話し掛けることは少ないが、用事がある時や確認の時には自ら話し掛けることができている。また、他者の体調が悪い時には気遣い声を掛けることが出来ている。

・子供の事を気にして不安になる事があったが、親戚の方が数回尋ねて来ることがあり、現在は落ち着いている。
・去年までは、よこまちまで買い物に行くことができていた。また、耳の聞こえも悪くなってきており、聞こえていなくとも頷くことがある。
	対人関係や不調等を相談出来ないことで、自分の中にストレスを溜め込む可能性ある。スタッフから確認するとストレスについて「ある」と答え、それから話し出すということが殆どである為、何かあった際は伝えて欲しいことを声掛けしていく。

	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	・運動プログラムには参加すること出来ている。
・ウオーキングは、杖歩行し3周しており、ラジオ体操、レクダンスは椅子に座り上半身のみの運動で参加している。

・体重を気にしている。(増加)

H31.1月体重：65.2kg　BMI:29.7
→R1.6.3体重：66.2kg　BMI30.2
	・運動療法は範囲で参加し体を動かす。

・身体機能を維持出来るように、本人と相談し可能な運動は促していく。
（健康状態を確認し、取り組める身体状況か運動範囲か把握し見守りを行い、転倒防止に注意していく。

・本人が体重を気にしているため、痩せたい気持ちを尊重していく。



【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②身体機能の維持。
	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	②下肢の筋肉量を落とさないよう、歩行運動やその他の運動へ出来る範囲で参加する。スタッフは、健康状態を確認し、取り組める身体状況から運動範囲を把握し、見守りを行い転倒防止に注意していく。


保護者


石橋章央様





次男


石橋秀利様








